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▶…▶…▶…コネクト…▶…▶…▶
「つなぐ」をテーマに、夢を追いかける人

や地域活動を行う人、活躍するプロフェッ

ショナルをリレー形式で紹介

「誰かのきっかけのスイッチになりたい」

　普段は、主体的にまちのために何かしたいと考えて
いる人たちが集まれるプラットフォームとして、みし
ま未来研究所を運営しています。
　地域にはいろいろな人、仕事があって、いろいろな
輝き方があるんですよね。今までの経験から、それを
認めてスポットライトを当てられる地域になれば素敵
だな、後押しするような人の役割は大事だなと感じて
いました。この思いが積み重なり、ご縁あるまちで活
動できることはとても幸せだと思っています。
　自分の役割は、きっかけを生む手助けをする助産師
のようなもの。まちのみなさんがみしま未来研究所の
主役です。この場所で何か新しいチャレンジをするこ
とや、三島の魅力を共有してもらうことができたら何
よりだと思います。まずは、多くの皆さんにこの場所
へ来ていただけたら嬉しいです。

村上　萌さん NPO法人みしまびと
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―Profile―　伊豆の国市出身。地域人材の育成に惹かれ、NPO法人

みしまびとの活動に参加。同法人の事務局長を務める。「地域の未

来をつくる人をつくる」ことを目指し、みしま未来研究所が新たな

地域交流の場として機能するようチャレンジを続けている。
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　楽寿園のアスレチック
遊具で遊ぶ姉妹にモデル
になってもらいました。
　木漏れ日が揺れる森の
中に、子どもたちの新し
い遊び場が誕生！対象年
齢は６～ 12 歳です。６
歳未満のちびっこは、大
人と一緒に遊んでね！
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全
国
で
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。三
島
市
で
も
安
全
・

安
心
な
公
共
施
設
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
平
成
28
年
３
月
に
「
三
島
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
す
る

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
再
編

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
庁
舎
や
学
校
な
ど
各
施
設
ご

と
の
具
体
的
な
対
策
内
容
（
再
編
の
方
向
性

な
ど
）
を
示
す
「
公
共
施
設
保
全
計
画
（
個

別
施
設
計
画
）」
の
策
定
に
向
け
、
同
計
画

の
「
素・

案・

」
を
公
表
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
未
来
の
市
民
へ
の
負
担
と
し

て
残
す
の
で
は
な
く
、
将
来
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
、
地
域
の
魅
力
に
つ
な
が
る
よ
う

な
新
し
い
公
共
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
使
い
道
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

問
管
財
課
☎
９
８
３
・
２
６
２
３

迫
る
建
て
替
え
時
期
と
財
政
問
題

　

集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
公
共
施
設
の

多
く
は
、
建
設
か
ら
30
～
40
年
が
経
過
し
て

お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
延
床
面

積
で
み
る
と
、
建
築
後
35
年
以
上
の
建
物
が

お
よ
そ
２
分
の
１
（
４８．８
％
）
を
占
め
ま
す
。

　
「
三
島
市
公
共
施
設
保
全
計
画
基
本
方
針

（
２
０
１
５
年
３
月
策
定
）」
で
、
建
替
え
や

改
修
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
２
０
１
５
年
度
～
２
０
４
４
年
度
ま
で

の
30
年
間
に
毎
年
平
均
で
約
２７．７
億
円
（
総
額

約
８
３
０
億
円
）
が
必
要
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
３
年
度
に
公

共
施
設
の
整
備
に
要
し
た
経
費
（
投
資
的
経

費
）
の
お
よ
そ
２．３
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
市
税
の

大
幅
な
増
収
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
予
測

の
下
で
は
、
今
あ
る
公
共
施
設
す
べ
て
を
こ

の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
と
ニ
ー
ズ
の
変
化

　

２
０
４
５
年
の
三
島
市
の
人
口
は
、
20
％

以
上
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
年
齢
構

成
も
大
き
く
変
化
し
、
働
く
世
代
や
子
ど
も

が
減
り
、
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
必
要

な
施
設
の
種
類
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
民

ニ
ー
ズ
は
変
化
し
ま
す
。

公
共
施
設
老
朽
化
問
題
の
時
代
背
景

　

１
９
６
０
年
代
後
半
～
１
９
８
０
年
代
前

半
、
高
度
経
済
成
長
期
の
急
激
な
人
口
増
加

な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

多
く
の
学
校
、文
化
施
設
な
ど
が
建
設
さ
れ
、

皆
さ
ん
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
暮
ら
し
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
世
紀
近
く
が
経
ち
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

～公共施設保全計画（個別施設計画）の策定に向けて～

みんなで考えよう！
これからの公共施設
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